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被ばく後の時間経過と影響 人体影響の発生機構 

物理的プロセス 
生化学的プロセス 

年 
時間 

照射後 
1000分の1秒 

臨床プロセス 

突然変異 

細胞死/細胞変性 

確率的影響 
がん 
遺伝性影響 

確定的影響 
急性放射線症 
胎児影響 
白内障 

生物学的プロセス 

　放射線を浴びた後、1,000分の1秒という短い時間にDNA切断や塩基損傷は起こり
ます。1秒後には修復が始まり、修復に失敗した場合には、1時間～1日の間に細胞死
や突然変異が起こります。こうした細胞レベルでの反応が生じてから、個体レベルで臨
床症状が出るまでにはしばらく時間がかかります。この時間のことを潜伏期といいます。
　被ばく後、数週間以内に症状が生じるものを急性（早期）影響、比較的長くかかる影
響を晩発影響と呼びます。特にがんが発症するには数年から数十年の時間を要します。
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確定的影響 

影響なし 

回復不能 

機能喪失 
形態異常 

一時的機能喪失   
  ⇒その後回復 

確定的影響にはしきい線量がある 

損傷した 
細胞 死細胞 

正常細胞 

人体影響の発生機構 

修復された
細胞 

放射線の量 

　放射線が少し当たって、多少細胞が死んでも、残りの細胞だけでじゅうぶん組織や
臓器が機能すれば、臨床症状は現れません。
　放射線の量が増え、死亡する細胞が増加すると、その臓器や組織の機能が一時的に
衰え、臨床症状が出ることがあります。しかし、その後、正常の細胞が増殖すれば、
症状は回復します。
　さらに大量の放射線を浴び、組織や臓器の細胞のダメージが大きい場合には、永久
に機能喪失や形態異常が起こる可能性があります。
　このように、細胞死によって起こる確定的影響には、これ以上放射線を浴びると症
状が現れ、これ未満では症状が現れないという線量が存在します。この線量のことを
｢しきい線量｣ と呼びます。
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